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研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

大学を軸とした産学官連携の食品研究開発と教育の展開：「災害食の研究：災害時の食の改善による減災、日本災害
食認証基準」、食品と開発、2016.
災害時における食とその備蓄、―東日本大震災を振り返って首都直下型地震に備える―、建帛社、2014.
災害時の栄養・食糧問題、日本栄養・食糧学会編（分担執筆）、建帛社、2011.
災害食の事典、日本災害食学会監修、朝倉書店、2023.

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

日本災害食の普及、備えの促進を目標に取り
組んでいます。新潟大学地域連携フードサイエ
ンスセンターや学会等のネットワークも生かし、
課題解決に向けて進めています。

栄養制御学研究室 http://www.agr.niigata-u.ac.jp/food-sc/index.html

自然科学系 教授

藤村 忍 FUJIMURA Shinobu

おいしい災害食の研究
～ 災害時の食の改善による減災、復興を目指して ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

食品製造、流通、販売等に関わる分野。自治体
等の災害に関する部署（災害対策、保健所、栄
養士など）。また災害対策機関等の皆様との連
携をお待ちしています。

農学部 食品科学プログラム

農・食・バイオ 共通・他の領域

 災害に備えた非常食は長期保存性が最

重要視されておりますが、発災後の喫食
時での高齢者や乳幼児、栄養制限者等の
食べる側の視点では、改善の余地が多く
あります。また食事及び生活指導は、被
災地での誤嚥性肺炎等の低減につながる
ことも明らかとなってきました。
そこで「災害食」の用語を提唱し、新

潟中越地震、中越沖地震、阪神淡路大震
災、東日本大震災等における食の課題を
研究し、組織として改善を提言してきま
した。 
日本災害食学会の設立協力等、災害に

向けた食の備えの充実を図っています。
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